
ビジュアルコミュニケーションシステム LiveOn 導入事例

「LiveOn Wearable」で大学の農場実習をオンライン支
援。教室にいる教授が、広い果樹園で作業する複数の学
生に対して、収穫時期の見極めなどの指導を実施。

利用目的
授業・セミナー配信

遠隔現場支援

業　種

教育・学習支援

社員規模

�,���名以上

導入前の課題

LiveOnで解決！

農場で離れて作業をする学生を
個別に指導。同じ説明を
繰り返し、移動も大変

収穫時期の見極めが難しい
果実の選定

日本の農業を担う、幅広い
人材の育成

●

 

●

●

映像と音声で、複数の学生に
対し同時に指導を実施できる
ように

果実の表面の状態を画像で共
有し、最適な時期の
収穫を実現

最先端のウェアラブルデバイス
を実際に使用することで得る
経験

熟練を要する農業技術の修得に欠かせない実習の難しさ
当大学の農学研究科では、資源開発から生産までの実学における教育研究機関として、����年に食
資源教育研究センターを設立しました。当センターは、学部のある六甲台から車で�時間ほどの兵庫
県加西市に、水田や果樹園、放牧地などを備えた�� haの敷地があります。

当センターでは、さまざまな農場実習を行っています。実習では何より、実際の物を見て学ぶことが一
番重要です。例えば、果実は熟したものを収穫しますが、すべてが同時に熟すわけではなく、熟している
ものとそうでないものを見極める技術は経験に依存します。そうした経験こそ、農家の技術ともいえる
ため、その技術を実習を通して覚えていく必要があるのです。

スマートグラスで実現する複数拠点との同時実習
農業の課題解決にも期待
果樹園で行う実習では、花が咲くところから果実の収穫、さらには販売までの過程を�年を通して学習し
ます。実習は��名から��名、多い時には��名程度の学生に対して行われますが、数十名の学生を同時に
指導するのは難しいため班分けをします。

班ごとに違う作業を行ったり、ナシやブドウなど違う樹種
に分かれて作業しますが、果樹園担当の教員は�名です。
広い果樹園の中を走り回りながらの実習は、とにかく忙
しく大変でした。こうした状況を解消したいという思いが
かねてよりあったのです。

また、日本の農業の未来を考えると、熟練した農家の方が
どんどん減っている現状があります。そうした熟練の農業
技術を継承しながら、これから就農する方を支援していく
ことも考えなければなりません。そのため、大学として農
業のDXを推進することで、実習面での課題の解消と、日
本の農業が抱える課題の解決に向けた取り組みを
進めたいと考えていました。

そこで、文部科学省の「デジタルと専門分野の掛け合わせ
による産業DXをけん引する高度専門人材育成事業」を活
用し、農業分野においてデジタルデバイスを
導入することとなりました。

導入前の課題

LiveOn選定の決め手
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果樹園特有のネットワーク環境も改善し、次年度へさらなる期待
今回、果樹園での実習で「LiveOn Wearable」を導入しました。学生はスマートグラスを装着し、目線を
共有しながら指導を受けることができるようになりました。学生はもちろん、農家の方でも使いやすい
ものを考えておりましたが、最初の使い方の説明からJMSの担当者が丁寧に行ってくれたので、操作で
迷うことはありませんでした。

実際の実習では、例えば梨を収穫するには、梨の色やでこぼこ具合、表面にある点々がどの程度残っ
ているのか、また消えかけているかなど、さまざまな要素を見ていかなければいけません。表面の点々
は消えかけている方が熟しているので、収穫に適しているのですが、経験のない学生には
わかりません。

今回、「LiveOn Wearable」を��台導入したのですが、果樹園は木や葉が繁っているため、WiFiのアクセ
スポイントの調整がなかなかうまくいかないこともあり、当初イメージしていた解像度や低遅延での
実習を���％実現できたわけではありません。

ただ、その後はWiFiのアクセスポイントの調整をメーカーと行ったことで、かなり改善しています。当セ
ンターでは秋に収穫祭があります。学長以下、首脳部が参加して果実の収穫を行うのですが、その際に

「LiveOn Wearable」を使い、果樹園にいる学長らに対して、私たちが映像を見ながら梨の表面の具合
を確認して、ちゃんと熟した実を収穫することができました。

農業DXの実現で、日本の農業を担う人材を育成したい
導入から�年目ということもあり、WiFiのアクセスポイントの改善が進めば、「LiveOn W earable」の運
用もまだまだできることがたくさんあるという感触です。ただ、実習における課題解消ということ以上
に、大きな期待もあります。

というのは、大学として農業DXを推進するにあたり、これからの農業で使われていくであろう、「LiveOn 
Wearable」をはじめとした最先端のデバイスや技術を学生自身が実際に使うということです。本学を
巣立っていく学生が、そうした最先端に触れ学んでおくことは、後々の日本の農業にとって重要なこと
だと思っています。

農学部として、これからの農業を担う人材を育成することが求められます。人材といっても、農業に携
わる人もいますし、農業を支援するデバイスやシステムを開発できる人材もいます。今回の「LiveOn 
Wearable」の導入が、そうした人材を育てるきっかけにもなると考えています。

情報共有のスピードアップや部署間の連携強化が課題
全国��の信用保証協会を会員とし、日本で唯一の保証業務支援機関である一般社団法人全国信用
保証協会連合会では、オンプレミス版のLiveOnを各協会との各種会議に活用している。
新制度などへのスピード感ある対応が求められる中、連合会では情報共有のスピードアップや関係機
関との連携強化に取り組んでいる。しかし、出張ベースの会議では参加できる人数が限られるうえ、持
ち帰ってのフィードバックでは情報共有に時間が掛かる、内容が均一に伝わらない、といった課題が
あった。

Web会議の活用推進に取り組む中、既存製品がサービス終了に
そこでWeb会議の積極的な活用を推進しようとしていたところ、導入していた会議システムがサービ
ス終了となってしまったという。それを機に、連合会ならびに��の会員協会で利用するWeb会議システ
ムのリプレイス検討をスタートした。

オンプレミスで導入が可能で、かつ国産・自社開発製品であること
既存製品もオンプレミスで導入しており、クラウドに対して抵抗感を持つ協会もあることから、次の製品
もオンプレミスでの導入を前提としていた。また、安定的なサービス提供やサポート対応という観点から
も、国産もしくは自社開発にてサービス提供をしているメーカーであることも選定条件のひとつであった
という。

多様な利用環境に対応できる柔軟性の高さ
��の独立した組織と連合会で使用するという特殊な使用環境であるため、そういった環境でも問題な
く管理・運用できる仕組みがあるかどうかも重要視していた。LiveOnはライセンス体系やアカウント設
定などの機能面を含め、連合会で希望する運用と親和性が高いこともポイントとなった。

�製品を比較検討、選定の決め手は「総合力の高さ」
リプレイスにあたっては�社の製品で比較検討し、その結果LiveOnを選定した。決め手はLiveOnの「総
合力の高さ」であったという。前述のオンプレミス導入などの必須要件はもちろんのこと、LiveOnは品
質や機能、サポート面など各項目において連合会で想定していた要件を十分に満たしていた。加えて、
必須ではないが希望要件として挙げていた全参加者の映像表示ができるなど、他製品にはない付加

価値もあり、総合的な評価が非常に高かったという。全国��の協会との全国会議、理事

LiveOn Wearableを活用した今後の展開など

導入後の効果・感想

所   在   地 ： 兵庫県神戸市灘区六甲台町�-�

職   員   数 ： �,���人（常勤）

事 業 内 容 ： 人文・人間科学系、社会科学系
、自然科学系、生命・医学系の�
つの学術系列に��の学部、��の
大学院、�研究所を有する総合
大学。農業分野では、大学院農
学研究科・農学部を設置し、附
属施設として兵庫県加西市に
�� haの食資源教育研究センタ
ーを設けている。

ホームページ ： http://www.ans.kobe-u.ac.jp/
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